
事業全体図

目的 健康改善効果と新事業創出効果により、従来の医療費＋介護費のコスト削減を図る
内容① 県の地域資源であるえごまと七田式教育をベースに、認知症予防対策プログラムを構築

② このプログラムに自治体等の協力を得て地域コミュニティを形成した上でのビジネス展開
③ 認知症の予防方法確立による「認知症」に移行しようとする予備軍の削減
④ 毎日行う七田式教育とえごまの常用摂取をセットにしたビジネスモデルの構築

事業
概要

代表団体：公益財団法人しまね産業振興財団
参加団体：しちだ・教育研究所、島根えごま振興会、島
根大学、島根県立大学

協議会：島根県ヘルスケア産業推進協議会

実施地域：島根県内全域

平成27年度健康寿命延伸産業創出推進事業
（地域ヘルスケアビジネス創出支援）

解決したい地域課題
・医療費＋介護費の縮減
・地域コミュニティの活性化
・耕作放棄地の有効活用

成果②：地域自治体と連携した
コミュニティの形成と検証

・他地域自治体への波及・拡大
に向けたアピール項目に活用

成果①：「えごま」×「七田式教育」
のパッケージ化の検証

・パッケージ化が認知症予防に
より効果的であることを確立

事業実施による成果

島根県ヘルスケア産業推進協議会連携

えごま油の提供 自
宅で常用摂取(7ml)

①島根式ビジネス
モデルの構築
②パッケージ化の
検討・販売
③地域活性化＆産
業化への検討
④自治体と連携し
低価格での有料
サービス実施
⑤メディカルツー
リズムの実施検討

新産業創出へ

エ
ビ
デ
ン
ス
の
付
与

江津市・川本町・奥出雲町協力

6ヶ月
程度
に渡
る継
続実
施

3ヶ月間ごと
の血液採取
とデータの
集計・分析

えごま
40名

島根えご
ま振興会

・認知機能
MMSE
CADi
・うつ
SDS
・やる気
Apathy

島根大学
島根県立大学
へ委託

非被験
者40名

七田式
教育40名

えごま+七
田式40名

しちだ・教
育研究所

・月４回の集合学習
・デイリー教材学習
の提供

公益財団法人しまね産業振興財団
（代表団体）

事業費：19,194千円（予定）

島根式認知症予防システムビジネス展開事業
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